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へＭＤＡ速報

イタリア地震被害に対する緊急支援活動
２

､川10日関西空港から出発した津曲医師と谷口調整員は、11日にローマに到着した。ローマからは地元

ＮＧＯのUNITALSI（‘注1）による移動手段確保により、||･l l:|のうちに被災地ラクイラ県に入ることが出来た

（1111現地時間午後5時ころ）。被災地近くの山では111頂が‘li‘に覆われており、夜は氷点下になるという気候である。12

11、津曲、谷口両名は、UNITALSIのスタッフとともに、ラクイラ内にて次のように被災状況調査を行、た。

・大学病院内の駐車場などに設置された避暑所と、地震後』剥鎖された病院に代わる仮設病棟の視察。病棟は外観の被

‘､Irはあまり見受けられないものの。構造上の問題かあるらしく、全く機能していないため、地震前に入院していた300

人の患者の多くは、被災地域外の病院に転送され、I個人ほどか仮設病院に残っている状況である。

・ラクイラの旧市街地（歴史的建造物のある地域）をilUlj.|:のガイダンスのもとに行った。1日市街地では、狭い路地

に石造りの壁か崩れ落ちており危険な箇所か多く、全ての住Ｒが避難所に退避している。ここでは水道・電気が遍じ

ており、無人の街にアラームが鳴り響き、無人の店内ディスプレイを照明か照らＬているところもある。現在も行方

不明者を捜索している区画があるという。

・550人が避難生活をしているバンニョ（Bagnolキャンプを視察。他のキャンプ同種に内務省が配右Ｌたブルーテン

トで、家族ごとに生活している。小型発電機が多数､没ilされ、テン｝内は電化されている。仮設トイレには、車椅子

jl］のものも用意されている。ここでは150入のボランテ４７が支援活動にあた。ている。

　視察の実施により、緊急｡の対応に間しては調整もほほ行き屈いていることか見受けられた。今後の支援活動にりい

ては、UNITALSIと協議を行い、決定する予定である。

　イタリアの地震は、4月６日午後3時32分に中部イタリア（ローマから北西85キロ）で発生Ｌ、マグニチュード6.3を

記録した。AFP通侶によると、4月ｎ日時点で死者293人。1万jjの家屋が崩壊し、4万人が家を失った。

〔‘注|〕UNITALSI : Unione Nazi･nale ltabna Trasporlo Amma】ati a Lourdes e Santulri lntenlazionaji

　障害者の移動・交通を支援するｉトリック系イタリア全国組合。ラクイラ県内の避難キャンプにテントを設けで救

　援物資の配布などの支援活動を行、ている。

【派遣者】

津曲兼司（つまがり　けんじ）医師　医療法人アスカ会所Ｍ　ＡＭＤＡ多国鐘医匍団上畿顧問

くこれまでのＡＭＤＡでの主な活動）

インドネシア・ニアス島緊急医療支援活動（2005年:l・IJj）

　　　新潟県中越地震支援活動〔2004年11 ・12月〕

　　　阪神・淡路大震災支援活動（1995年1月。震災｀1111より神戸市長田で活動実施）

　　　1992年より、アジアやアフリカの難民救援・スIJランカii痩和平他海外での医療支援活動に従事

谷ll敬一郎｛たにぐちけいいちろ引調整員　特定非営利活動法人ＡＭＤＡ職員

くこれまでのＡＭＤＡでの主な活動）

　　　ミャンマー・サイクロン被害に対する緊急支援ill勁（2008年5・6月）

　　　バンダラデシュ・サイクロン被害に対する緊急医療支援活（2007年n・12月）

　　　ペルー沖地震緊急医療支援活動（2007年8・9月）

　　　インドネシア・ジャワ島中部地震緊急救援活動（2006年6到）

l皆様からの募金を受け付けております1

郵便&i器：口座番号｛｝１２５０-２-４０７０９

１１座ylr特定非営利活動法人アムダ」

＊通信橿に「イタリア地震」とご記入下さい

特定非営利活動法人アムダ（ＡＭＤＡ）

〒701－1202　岡山市楢津310－1

電話　　　　086－284－7730

ファックス　086－284－8959

ホームページ　http://www.amda.or.jp/

電子メール　member＠amda.or.jp

災害コーディネーションセンターにて
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